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GISデータについて 
 
TNTlmips のデータファイルはwindowsから見ると１個のファイルとなり，内部の詳細を知ることはできない。 
     → ××××.rvc プロジェクトファイル 
 プロジェクトファイル内には複数のオブジェクトが含まれる → GISデータ本体 
.rvcファイルはwindowsのフォルダー，オブジェクトがファイルと考えると理解しやすい。 
 GISで扱うデータは大きくベクトルデータとラスターデータに区分される。ベクトルデータは陸地や道路など，線分などで

構成される図形として定義され，その図形ごとに属性値としてその図形が有する情報値を保持する。一方，ラスターデー
タはメッシュデータで，１セルごとに数値を持ったデータの集合。スキャナーで読み取った地図や空中写真画像はカラー
階調値を，標高グリッドデータ（DEM）は標高値を有するラスターデータ。ベクトルデータは図形を構成する点を地球座標

で管理しているため，実際の面積や長さなど知ることができる。また，各図形の属性値から主題図作成や属性検索，空
間検索，オーバーレイ解析を行うことができる。代表的なベクトルデータは，ポイント，ライン，ポリゴン，テキストの４種類。 
 
 

操作方法 

  ①     ② ③④ ⑤  ⑥          ⑦                 ⑧ ⑨⑩⑪ 

 
   ①リドロー：設定変更を表示に反映させるための再描画ボタン 
   ②表示範囲を変更した場合，以前の表示範囲へ戻す 
   ③縮尺拡大，縮尺を２倍に拡大 
   ④縮尺縮小，縮尺を１／２倍に縮小 
   ⑤選択されている（凡例で指示）マップをウィンドウ全体に表示 
   ⑥等倍，１グリッド＝１ピクセルで表示。 
   ⑦レイヤー（地図・データ）の追加 
   ⑧マップの表示範囲移動。マップをドラッグする。 
   ⑨ドラッグ範囲を拡大表示 
   ⑩検索ツール 
   ⑪GooToolBox 計測ツール 
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地図表示 
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・地図表示を調整して
みよう 

 拡大・縮小，表示位置の
移動などためしてみよう． 
 

 地図データはウォッ地図
（http://watchizu.gsi.go.jp/）
よりＤＬ．利用方法は 
http://www.gis-
okinawa.jp/watchizu/index.html 

を参照してください． 

・大正時代地形図を重ね合わせてみよう 
 
 海岸線の変遷や市街地の広がりを確認してみよう． 
 大正時代の海岸線を現在の地図に重ねてみましょう． 
  naha_Vec.rvc 中の 大正海岸線 オブジェクト 
 大正地図に現在の海岸線を重ね合わせてみましょう． 
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字町丁目境界  統計GISより 
  http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/toukeiChiri.do?method=init 
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表示したマップをGoogleEarthに 
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ベクトルデータをGoogleEarthに 画像もこの方法が使えますが，若
干問題が発生します．画像は前の
ページの方法がおすすめです． 

変換したいデータ
で地図作製．スタ
イルも調整します． 

この処理で那覇
街区.kmlが作成
されます． 
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ジオリファレンス スキャナーで読み込んだ大正地図画像に一座表を与える 

メニュー／ジオリファレンス 

①処理するファイルを選択 

②座標系を選択 

③画像処理法の選択 
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オプション／２Ｄリファレンス表示ウィンドウを使うより 
 ジオコントロールポイントを設定する 
 
設定終了後，保存処理を行う 
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国土地理院標高データを使ってみよう 

標高値が格子状に並ぶ 標高値を画像として表示． 
 低い（黒）＜＜＜＜＜高い（白） グレイスケール 
                     （リニア・線形） 

標高データの開き方も地図の開き方と同様です． 
 メイン／表示から必要なデータを レイヤー追加 ボタンで． 
   dem.rvc内の naha_H オブジェクトを 
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標高グリッドデータに彩色してみよう 

１．コントラストの調整 

正規化 

等頻度 線形 
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２．カラーの調整 

アーストーン 虹色 
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３．カラー指定とグラデーション 

標高と色番号の対応を１：１
にすると扱いやすい． 

標高の低い場所を抽出してみよう 
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地図と重ね合わせ 
標高グリッドを半透明化 

GoogleEarthと
重ね合わせ 
半透明化，３Ｄ 

重ね合わせてみよう 
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地形を分析してみよう 
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陰影図を使った立体的な地形図 

コントラスト調整で正規化した陰影図 
            ＋ 
 アーストーンカラーの標高グリッド 

半
透
明
化 

応用してみよう 

那覇市内の標高はどのようになっている？ 
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地図と重ね合わせ 
 地図を半透明化 

GoogleEarthと
重ね合わせ３Ｄ 
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地面の傾斜を表示してみよう 

GoogleEarthや地形図と重ね合わせてみよう 
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流域解析    降った雨はどこに？ 

地形モデルより シミュレーション 

計算結果の保存 

19



ベクトルデータをｋｍｌ へ 
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地形図にベクトル地質図を重ね合わせ→地質別主題図を作成 

設
定 
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ベクトルデータをGoogleEarthに 
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空間分析って？ 学校などの公共施設が建っている地盤高は？ 

属性情報のコピーと編集 

標高グリッドから標高を取り出す 
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標高から主題図 
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ここは海岸からどれくらいの距離？ 

メニューより「画像」／「抜き出し」 
  マスクを使った切り出し． 

海岸線の
両側を計算 
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生成したラスターデータにカラー設定を施す． 

GoogleEarthへ 
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高い場所までどれくらいの距離？ 

方法は海岸距離と同じです． 
 対象とするラインデータは      elv20  
 抜き出しに使うリージョンデータ  mask_el20R 

GoogleEarthで表示 

GoogleEarthの建物３Ｄを表示 
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作成したGoogleEarth用データをインターネットで利用してみよう． 

Webサーバーにkmlやkmzファイルを配置する． 
 例 http://www.gis-okinawa.jp/w/d.kmz 

（１）GoogleEarthのメニューより「開く」でアドレスを設定． 

GoogleEarthでの公開 

（２）ＨＰ上でリンクを張る 
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GoogleMapでの公開 

GoogleMapで半透明表示にする場合は，「ベクトルデータをGoogleEarthに」で説明した方法でkmzファイルを生成する．
生成する前に，オブジェクトの設定で半透明化設定を行っておくこと． 
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【参考】 国土地理院標高データのＤＬ＆インポート 

基盤地図情報数値標高モデルのＤＬサイト http://fgd.gsi.go.jp/download/ 

データ変換方法 http://www.gis-okinawa.jp/proc/dem10m/ 
           この変換方法でbil/bin形式ファイルに変換してください．   

メイン／インポート 
  形式を選択し，インポートファイルを選択 
  座標系の設定 
  保存先rvcファイルを新規作成 
       あるいは既存rvcファイルを指定 

30

http://fgd.gsi.go.jp/download/
http://fgd.gsi.go.jp/download/
http://fgd.gsi.go.jp/download/
http://www.gis-okinawa.jp/proc/dem10m/
http://www.gis-okinawa.jp/proc/dem10m/
http://www.gis-okinawa.jp/proc/dem10m/
http://www.gis-okinawa.jp/proc/dem10m/


海域ヌル値の設定 
画像／ユーティリティ／ヌルセルの設定 
  形式を選択し，インポートファイルを選択 
  座標系の設定 
  保存先rvcファイルを新規作成 
       あるいは既存rvcファイルを指定 
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標高データ編集  Free版ＴＮＴ２０１１には扱えるデータの大きさに制限があります． 
 そのため合成して切り出す場合は最大１０００ｘ１０００の範囲で． 
 範囲を広げたい場合はデータ精度を落とす必要があります． 画像／手動モザイクより 
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